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【暮らしの必需品、キャンドル】
　日本とスウェーデンでは照明に対する考え方が違います。日本では高い位置からの明るい光を好みますが、スウェーデンでは一般的に、必要なところに必要な分だけの明かりを使います。スポットライトや間接照明の他、日々の生活に欠かすことが出来ないのはキャンドルです。さまざまな形や色のものをシチュエーションや季節に合わせて使い分け、食事の際はもちろん、読書をする時なども灯し、薄暗い室内の雰囲気を盛り上げます。外が明るい時間でも火を灯すことがあるほどです。また真夏でも夜は冷え込むことがあるスウェーデンでは、部屋を暖めるために用いることも。キャンドルはスポットライト、間接照明の補佐的な役割を持ち、室内をより快適な場所にするための道具であり、炎の揺らぎによって人の心に安らぎや温もりをもたらしてくれる存在なのです。

【ガラスのキャンドルホル
ダー】

　北欧で見かけるキャンドル
ホルダーはガラスで出来てい

るものが多いように感じ

ます。スウェーデンやフィン
ランドの産業の一つがガラス

というのもその理由かも

しれませんが、そもそもガラ
スを使う暮らしには、厳しい

自然の中で生き抜くため

の生活の知恵が存在します。
日中でもどんよりした曇り空

の日々が続く北欧の冬、

窓辺にガラスを置くことで外
の光を反射させ、少しでも多

くの光を室内に取り入れ

ようとする工夫が見られま
す。キャンドルホルダーに

もその発想があらわれてお

り、炎の輝きがより拡散され
るようガラス素材のものがよ

く使われます。そのため

スウェーデンの人たちはガラ
スに温かいイメージを持つこ

とが多く、日本の風鈴や

冷たい飲みものを入れるグラ
スのように涼しげな印象はあ

りません。これからの季

節、秋の夜長に、電気の明か
りを消してキャンドルの光を

楽しんでみてはいかがで

しょう。毎日の食卓にも、お
友達を招待する週末にも、そ

して家族団欒の時間にも。

そこにはきっと新たな、温か
くて素敵な会話が生まれるは

ずです。
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スウェーデンの文化を中心に

おいしい香りや楽しい雰囲気、人々の温もり、

旅に役立つさまざまな情報を

お届けします。
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PROFILE
堀紋子
北欧ジャーナリスト&コーディネーター。
北欧企業のビジネスサポート、PR等の他、
スウェーデンハウス・オーナー様専用サイ
ト【God Dag】内でもコラム「北欧ダイア
リー」を連載中。

もっと知りたい
スウェーデン~ ~
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